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The Study on Children'sManifest Anxiety Scale
　　　　　　　　　　　　　　　　　１．研　究　の　目　的
　1951年にJ.Ａ.Ｔａｙlor（l）が古典的条件づけの遅速と基本的動因としての不安関係を明らかに
して以来，所謂Manifest Anxiety Ｓｃａｌｅ（2）の是非については既に内外共数多くの研究が報告され
て来た.
　Taylorによれば不安は心理．生理的な緊張に伴う症候が意識的次元にあらわれるような顕在的
なものであるから，例えば生理的緊張によって生じる頭痛や四肢痛，滅は嘔気や下痢などのような
症状によって把握できるし，また心理的には思考力の低下，疲労感，焦噪感などのようなさまざま
な反応にその手がかりを求めることができるという．
　このような意識において把握される心理的，身体的な反応を不安と呼ぶならば身体的イメージの
確立の極めて未分化な児童の身体的知覚の様式は，当然不安の程度と相即的な関係を持つといえよ
う．その後Taylorの尺度はCastaneda, A. "'その他によって児童用（Ｃ．Ｍ．Ａ．Ｓ）として
尺度化され，本邦においても杉山（4）によって紹介されている．
　この研究は特殊児童，就中身体虚弱，肢体不自由児童の身体的知覚様式の成立を分析するに先立
つ予備的研究として児童用不安尺度を本邦児童に適用し, originalと比較しながら，更にその臨床
的検討を目的として行ったものである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．方　　　法
　（1）質問紙の構成
　尺度化のために用いた質問項目は末尾の付表の通りである．
　この質問紙は42項目のAnxiety Scaleと，11項目のLie-Scale (以下Ｌ一尺度と呼ぶ）より構成
されている（付表の＊印がlie itemを示す）．不安水準を示すindexは不安尺度の「はい」反応
の総計によって示される．Ｌ一尺度の利用は本来この不安検査とは無関係であるが，統計的な手続
きによる尺度そのものの信頼性の検討としてではなく，･破験者の反応のたしかさを検証する手続き
として，われわれもそのま･ゝ使用した．
　この質問紙では項目「10」と「49」は肯定反応を，あとはすべて否定反応をＬ一得点として採点
する.
　（2）対･象　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿
　尺度検討のための対象となった標本は九州地区の小中学校児童生徒から無作為に抽出した866名
Table 1. Number of subject
162
15
12
９
６
３
高知大学学術研究報告　　第14巻　　人文科学・　第13号
J・pぺｍ二
U.S.A　　←
　　　1　4　7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40
　　　　　　　　　Midpoint of Score Inters'al
Fig. 1. The ｃｏｍぴarison with frequency distribution curve
　showing percentage of score on the Ｃ. M. A. S in our
　sample and original ones.
で，その学年別，性別標本数は
第１表の通りである．蒐集の時
期は昭和39年７月より９月の２
ヶ月間であった.
　（3）結　果
　①　得点の分布
　不安尺度の得点分布をCas-
tanedaその他によるoriginal
studyと比較して示すと第１図
の通りで，得点分布においては
われわれの場合も全くその差異
を見出さなかった．
　次に学年別，性別に平均と標
準偏差を検討してみると第２表
の通りで，平均値は総じて15～
18の範囲にあり. originalに比
べるとわれわれの場合が幾分高
い．しかし，何れも学年の性別
による発達的変化はなく，比較
的恒常であることかわかる．ま
た逸脱度も殆んど共通で項目42
の分布からすれば平均はやや低
得点に片寄っている．
Table 2. The comparison with anxiety scale X and ｃ，for the different grade levels
　and sex separately in our sample and oliginal study
Source
Japan
U. S. A
Sex
Boys
Girls
-
Boys
Girls
4 th Grade
　χ
-
15.88
16.04
14.97
16.09
(y
-
7.68
7.65
-
7.82
7.63
5 th Grade
　－χ
-
17.85
17.52
-
16.24
17.75
a
-
6.-51
6.96
-
7.43
9.23
6 th Grade
　－χ
-
16.78
17.71
16.58
18.50
(y
-
7.03
7.68
-
7.39
7.82
8 th Grade
-
15.73
16.09
-
　－
　－
-
6.66
7.50
-
　－
　－
　②　信頼度の検討
　まずＬ一尺度によって被験者の反応の信頼度をみてみよう，第3'表に明らかな通り11項目におけ
る平均値としては各学年，男女共に低く，学年間に差異は認められない．われわれの場合original
に比べると平均値が低いのに対して逸脱が総じて平均値より大きいことは零得点の多いことを示し
ており，項目に対する被験者の反応はわれわれの場合，前研究に比べて更に信頼度の高いものにな
っている．
　尺度の内的一致度については小学校４年と６年の標本から無作為50名を抽出し, Speaman･Brown
公式による信頼度係数を求めると，それぞれｒ。= 0.72, 0.76で項目の均一性を認めることが出来
る．更にtest-retest法を各学年１クラスづつ１週間の間隔で実施した結果が第４表である．この
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場合，われわれの資料では得点分布に差異を認めなかったので被験者の性別は考慮されていない
　　　　Table 3.　The comparison with L-scaleｉ and a for differentgrade levelsand sex
　　　　　separatelyin our sample and oliginalstudy
Source Sex
4 th Grade
χ　　　（y
5th Grade
又　　　（y
6 th Grade
－χ　　　（７
8 th Grade
－χ　　　（７
Japan
Boys
Girls
1.43　　1.07
1.14　　1.29
1.02　　1.20
0.97　　1.18
0.93' 1.12
0.72　　1.06
1.62　　1.47
1.23　　1.36
U. S. A・
Boys
Gir】s
2.44　　1.96
2.54　　2.01
1.94　　1.97
3.07　　l､11
1.84　　1.63
1.81　　レ76
-　　一
一　　-
Tab】e 4. The comparison with test-retestcorrelation in our sample and oliginal study
Source Seχ
4th Grade
N　　　r
5th Grade
N　　　r
6 th Grade
N　　　r
8th Grade
N　　　r
Japan - 43　　0.85 41　　0.84 45　　0.71 41　　0.83
U. S. A
Boys
Girls
56　　0.88
61　　0.70
68　　0.91
62　　0.94
65　　0.82
49　　0.89
-　　一
一　　-
何れの研究においても信頼度係数は高く，この尺度が本邦において適用可能であることを示してい
る.
　③　不安尺度とＬ一尺度の相関
　若し被験者の不安尺度への反応に虚偽項目が反映するとすれば不定尺度得点とＬ一尺度得点の相
関は相対的に高くなるわけである．従って両者の関係が低い程，不安尺度は当を得たものというこ
とができよう．各学年から無作為に抽出した標本に基き検討した結果は第５表に示されている.
　　　　　Table 5. Correlationsbetween the anxiety scale and L-scalefor the different
　　　　　grade level
Source
Japan
U. S. A
Sex
-
Boys
Girls
4 th Grade
Ｎ　　　ｒ
50　　－0.03
41
51
－0.04
－0.01
5 th
Ｎ
Grade
　　　「
50　　-0.12
????
　0.03
－0.11
6 th
Ｎ
Grade
　　　「
50　　－0.07
????
0.10
0.22
8 th Grade・
Ｎ　　　ｒ
50　　－0.31
一
一
一
一
　中学校においてはこのような尺度に対する反応に抵抗が生じ易いために両者の相関が高くなるで
あろうと予想したが結果はむしろ反対であった．従ってこの尺度を中学生に適用するぐ'とも充分可
能であると思われる.
　④　尺度の妥当性
　この尺度が児童の不安を反映するものといえるのかどうかについてはその指標を何と対応するか
によって変るものと考えられる．われわれはまず具体的なケースにこの尺度をあてはめて臨床的適
応可能性の検討を行った．以下そのケースの中からtypicalなものを取出･して本尺度の得点の結果
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を示してみる.
　〔ヶ－ス1〕　　13才　中１　男児
　主訴：食欲不振
　　症状の経過：本年６月学校から頭がふらふらするといって帰宅，自分で床をとって寝む．翌日
　自分から進んで医者の診察を受け，病院に行くとむしろ元気がよくなる．　小学校時代に比べ最
　近食欲がひどく減退し，嫌いなものはないが食べたくないといって親を困らせるという．小児科
　の診察では身体的に全く異常は認められなかった．成績上位. I. Q 128, ｃ.Ｍ. Ａ. s 得点32，
　段階５で非常に不安傾向の強いことが判った.
　　.原因の考察：小学校５年生の頃，裸で体操をしていたところ近所の小母さんか，食べものがい
　いから肉付きのよい身体をしていると賞める．その頃から肥満を大変苦にしはじめ，母親にやせ
　る薬はないかとか，病院に連れていってなどとせがむ．最近では食事のあと，自分の身体を鏡に
　写して胃のあたりを押え，肥えることを苦にするどいう．－人子のため家庭ではover-protection
　が顕著である．現在の食欲不振はObestyに対する精神不安反応と考えることができる.
　〔ヶ－ス2〕　　11才　小５　女児
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　ll主訴：心悸充進
　　症状の経過：夏期休暇中に自分の小遣いで買物に出かけるというので母親がバス代を与え仏事
　の供物を依頼する．友達とバスで目的の商店街まで出る途中，呼吸か苦しくなりバスを降りてそ
　のまゝ帰宅する．数日後再び母親とバスに乗る機会があったが先日同様の激しい心悸完進におそ
　われたため，その日に病院に行き診察を受け，精密検査をして貰ったかやはり異常は認められ
　なかった．われわれとの面接においては病気に対する恐れを訴え，登校しようとすると，こわい
　病気のことか頭に浮ぶとか，何か自分が病気をしそうだというObsessiveな表現が顕著であっ
　た．本児のC. M. A. S得点は34，段階５であった.
’〔ケース3〕　　11才　小５　女児　　　　　　　＼
　　主訴：食道狭窄感
　　症状の経過：感冒で数日間学校を休んでいる間に薬物投与後嘔吐し，その後夜半になると顔面
　蒼白，心悸充進などを伴う発作が生じる．それと共に食道狭窄感が著るしく登校できるようにな
　ってからは帰宅後しばしばこの訴えか多く，学校では認められないという．本児のC. M. A. S
　得点は28，段階４，因みに母親にも同様の不安発作が,あり. Taylor尺度で38であった．
　以上．何れも小児神経症と診断されたケースについてC. M. A. Sを適用してその臨床的妥当
性を検討したのであるが15例についての結果では段階４以上か９ケース，あとの６ケースについて
は何れも正常範囲であった．
　一方，本研究の仮説からすれば身体的にハンディキャップを持つ児童は当然健康な児童に比べて
不安反応が高くなり，この尺度において分布が高不安段階に片寄るものと期待される．こ,のととを
検討するために北九州市の養護学校児童（虚弱児童）99名について本検査を実施して無作為に抽出
した普通学級児童100名と比較した結果，第２図及び第３図の如き分布の差異を認めた．小学校で
は:c= = 9.855, pく0.05でその差は有意であったか中学校ではぞ＝6.521，0.10くZ,く0.20で有意
差を見出さなかった．
　更にS. FisherとR. A. Clevelandの一連の研究(5)(6)(7)(S)にも明らかな通り,･Body interior
としてあらわれる　Psychosomatic symptom は. Body exterior としてあらわれるそれよりも。
physiological reactivity が高いという. C. M. A. Sが若し生理的緊張の結果を反映するものと
仮定するならば前者は後者よりもずっと高い不安得点を得ることになるであろうと思われる．
　われわれは高知市内養護学校児童について本尺度を適用し，症状の明確な内疾患児童（結核児
童）群と外疾患児童（ポリオ後遺症）群23名について得点の差異を検討してみた．その結果第６表
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　　　　　　I　　　　II　　　Ill　　　IV　　　V
　　　　　　　　　Level of Ａｎχiety
Ｆｉｇ･２　The comparison　with histogram
　showing percentage of score on the Ｃ. Ｍ.
　A. S in the handicapecl group and normal
　group (Primary School).
の通り両群の間には有意な差を認めることができた．
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Fig. 3　The comparison　with histogram
　showing percentage of score on theＣ. Ｍ.
　A. S in the handicaped group and normal
　group (Secondary School).
Table. 6. The comparison with score on Ｃ. M. A. S in the interior disease group
　and exterior disease group
Interior disease group
Exterior disease ｇｒoup
??????
16.0
11.0
6.55
5.94
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t = 6.90　戸＜0.01
　但し得点段階においては何れの群も正常範囲内であり，第２。３図にみられるような高得点段階
への偏りはみられなかった．標本数が僅少であることと治療期間が第２図に示された群よりずっと
長いためにこのような治療状況なりでの適応か不安を軽減せしめているものと思われるが，この検
討はむしろ今後の課題として残される．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　⑧　診断のための段階づけ
以上のべた通り　Castanedaその他による児童の不安尺度の臨床的適用可能性が検証されたので
得点分布をＺ一変換し．標準偏差の範囲で珍断のための段階づけを行ったのが第７表である．
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Table 7. The Classification table for diagnosis on Ｃ. M. A. S
0
6
13
21
29
～　5
～12
～20
～２８
over
　4.81
25.28
39.14
25.51
　5.19
Diagnosed to be extremely low ａｎχiety
Diagnosed to be low anxiety
Diagnosed to be normal
Diagr!osed to be high anxiety
Diagnosed to be extremely high anxiety
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．要　　　約
　（1）この研究はA, Castanedaその他による児童用不安尺度の臨床的適用可能性を検討するの
を目的とした.
　（2）得点分布においてわれわれの資料はOriginal study と差異がなかった.
　（3）尺度の信頼性も殆んど差異がみられなかった.
　（4）小児神経症と診断された事例と高い一致を認めることができた.
　（6）身体的疾患を示す児童は健康な児童より不安傾向の高いことが明らかにされた．
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　　　　　C. M. A. S　用　紙
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tん1まい〔おねがい〕 わたくしたちには，だれでも心配なことや気になることが，いろいろとあります．この用紙
には，わたくしたちかふだん気にしたり心配になったりすることが書いてありますので，一つづつよく読んで
あなたにも同じようなことかあったら「はい」のところを○でかこんでください．そんなことがないときは
　「いいえ」のところを○でかこんでください．どうしてもよくわからないときは「わからない」のところに○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がっこうせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あんしん　　　おもをしてください．このちょうさは，学校の成せきとは何のかんけいもありませんので安心して，思ったとおり
のことをかいてください．その前に次の四つのことについてはっきりかきこんでください．
(lj
(2)
　(3)
　(4)
＊(5)
(6)
(7)
(8)
(9)
＊(川
01)
㈹
（IJ　あなたのjEまえは……………………（　　　　　　　　　）
（2）あなたは男ですか女ですか……（男・女）
（3）あなたは何年生ですか………………（小・中学校　　年生）
（4）あなたは何才ですか…………………（　　　才）
㈲
ダ(勁
㈲
　(呻
　脚
＊剛
　帥
　叫
　叫
　叫
　　　　　　　なに　　　　　Lゆうちゅう　　　　　き　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　・わたしは，何をやっても集中できないが気が散りやすい…………………（1ましヽ・しヽしヽえ・わからない）
　　　　　　　なに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　　　　　．わたしは，何かやっているときにだれかに見られると気になってアガつてしまいます.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………………（1ましヽ●しｊ
　　　　　　　なに　　　　　いちぱん　　　　　　　　　　　　　おもわたしは，何をやっでも一番にならなければならないと思います.………（4ましヽ・しｊ
わたしは，すぐに顔が
　です．・
わたしは，
わたしは，
わたしは，
わたしは，
・（はい・いいえ・わからない）
(.はい；いいえ・わからない)
(はい・いいえ,･わからない)
ヽえ・わからない）
わたしの知っている人できらいな人は，ひとりもありません………………（1ま｛,ヽ・しヽむヽえ・わからない｝
わたしは，ときどき応iどきどきすることがあります………………………（1ましヽ・しゝむヽえ・わからない）
　　　　　　　　　　おおごえわたしは，ときどき大声でどなりたくなるようなことかあります．………（に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とお　ところわたしは，ときどきこんなところにいないで，どこか遠い所へ行ってし
　　　　　　　おむまいたいと思うことがあります
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きともだちはjみんなわたしよりよくできる人ばかりのような気がします
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　おもゲームをするときは，できるだけ勝ちたいと思し
㈲　わたしは，大ぜいのともだちとーしょにいても，
もちになることかあります．……
わたしは，いつでも人には親切です
　　　　　　　　　　　　　はな　　　　　　しんぱいわたしには，人に話せないよう 心配ごとがたくさんあります．
　　　　　　むね　　　　　　　　　　いきときどき胸がくるしくて大きな息をしたくなります
(はい・いいえ・わからない)
(はい・いいえ､･わからない)
(はい・いいえりっからない)
(はい・いいえ・わからない)
(はい・いいえ・わからない)
(はい・いいえ・わからない)
(はい・いいえ・わからない)
(はい・いいえ・わからない)
(はい・いいえ・わからない)
(はい・いいえ・わからない)
(はい・いいえ・わからない)
ともだちがみんな私のことをきらいなのではないかと思うことがあります．
　　　　　　　　●･●･●●●●●●●I●●●●●●
　　　　　　　　　　　　　　　　　き
ひとりぽっちのような気
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けりしん㈲ わたしは，何かきめなければならないときでも，なかなか決心がつきません．
　　　　　　　　　　　　じぶん　おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き(均　わたしは，自分の思ったとおりにならないことがあると，気もちがいらい
お父さんやお母さんか，何かわたしにいいたいのてではないかと気がかり
‥（はい・いいえ・わからない）おこりやすい．…………………………
　　　　　　　　ただいっもれいぎ正しい．…………………
きんちょうするとあせをかきやすしｙ　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　jlもわたしは，揖かの人よりべんじょに行くのか，おおいと思います‥‥‥‥‥（4ましヽ・しヽしヽえりっからない）
ほかの人は，みんなわたしよりずっとしあわせそうに見えます．…………（はい・いいえ・わからない）
　　　　　　　　　　　　　　　　　如も　　　　　　　　　　きみんなが，わたしのことをどう思っているだろうかと気にかかります．‥･（はい・いいえ・わからない）
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叫　わたしは，ときどき，のどになにかつまったような感じのすることかあり
匈　わたしは，あとになって考えれば何んでもなかったことでも，その･とき
　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘はとても気にしたようなことかよくあります．…………‥………･……………
叫
凶
*帥
　匈）
　匈
　叫
＊剛
　叫
＊叫
　㈲
倒
　倒
　帥
＊剛
　㈲
　冊
　㈲
*㈲
　帥
*(≪
　剛
　(51)
*(52)
　励)
(はい・いいえ・わからない)
　はとても気にしたようなことかよくあります.… ･･… ･… （1まし1・1,Ｍ,ヽえりっか.らない）
わたしは，ちょっとしたことにでも売がしずんでしまいます／……………（1ましヽ・しヽしヽえ・わからない）
わたしは，いつもわるいことをしないようにと一生けんめいに心かけてい
ます，
dヵi
す．…･
(はい・いいえ・わからない)
(はい・いいえ・わからない)
(はい・いいえ・わからない)
(はい・いいえ・わからない)
(はい・いいえ・わからるい)
・（はい・いいえ・わからない）
・（はい・いいえ・わからない）
・（はい・いいえ・わからない）
・（はい・いいえ・わからない）
(はい・いいえ・わからない)
(はい・いいえ・わからない)
わたしは，いつもまちかいのないりっぱな人間です．………
わたしは･これからさき，どんなことがおこるだろうと必になります．･･･（はい・いいえ・わからない）
わたしは･竣ねどこに入ってもなかなかaわ１ません．………………ご………（1ましヽり,ヽしヽえ・わからない）
わたしは，写紀のことかうまくいっているのかどうか,器です…ﾑ………（1ましヽ・もヽしヽえ・わからない）
わたしは･い９でも，みんなからすかれています.…………………………（1ましヽ・しパ
わたしは，しかられるとすぐカッとなりやすい．‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（はい・いいえりっからない）
　　　　　　　　　　　　　ほ４とぅわたしは，どんなときでも本当のことだけしか話していません.…………（4ましヽ・しヽしゝえりっからない）
わたしは，みんなとーしょにさわいでいるときでも,いふとさびしくなるこ
　とかあります.……………………………………………………………………（4ましヽ・しｊ
だれかかわたしにあなたのしていることは，わるいことですよといいそう
………（1ま｛,ゝ・む１
……………………･･………（1ましゝ・し｀し｀え・わからない）
………（4ましヽ・むヽしヽえ・わからない）
･･･……（4ましゝ・しヽしヽえ・わからない）
　　　　　　　べらわたしは･暗いところがこわい.……………………………………….…………（1ましヽ・しヽしヽえ・わからない）
わたしは･^゛んきょうしていても貰がちって，すぐあきてしまいますよ‥（はい・いいえ・わからない）
わたしは，まだおこったことがありません
　　　　　　　　よる　　　　　　　　　　　　　　　　　あたま　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　－わたしは，夜ねるときに，あれこれと心配ごとが頭にうかびます………（ｋ
わたしは，おなかをこわしやすい．……
わたしは，ときどき，あんなことをしなければよかったと思うことかあり
ます．………………
㈲わたしは，ときどき，″Mh;りj遥くなります.………….………
㈲　わたしは，ときどき，お父さんやお母さんに何か起るのではないかと心配
になります．…………………
わたしは，いってならないといわれたことをいったことはありません．
わたしは，つかれやすいほうです．…………………,･･,･,･…………･…………
学校で成せきをあげるのはよいことです．・
わたしは，ときどき，こわいゆめを見ます．
わたしは，神経質です．………………………
わたしは，まだ，ウソをいったことがありません卜…･･……
わたしは，ときどき，何かいやなことか起るのではないかと心配になりま
